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このジャーナルはもともとバイオテクノロジー標準化支援協会（SABS）会員向けのもの

でしたが、広い意味でのバイオテクノロジーにご関係のある方々にも配信しています。ご

興味の無い方はこのメールに返信して配信無用の旨をお知らせください。 

 

SABSジャーナルでは、故奥山典生東京都立大學名誉教授がご逝去直前まで毎回様々な分

野にわたり溢れる蘊蓄を披露されて居られました。その後、奥山先生のご遺志を継いだ我々

が協会を続け発展させて行くため、毎月の定例会を継続し、いろいろな方々がそれぞれ専

門の話題を提供し話合って、親睦と勉強を深め、当会の活動の一助となるよう努めて参り

ました。 

現在、このジャーナルを読んで下さる方々は数百名に上ります。ぜひ読者の方々から話

題提供をして下さる方をお待ちしています。ご感想、エッセイなどのご投稿も大歓迎です。 

  

大分遅くなりましたが、新しい年を迎え、本年も宜しく当バイオテクノロジー標準化支

援協会（SABS）をご支援頂けるようお願い申し上げます。昨年は奥山典生先生からの懸案

であった「医学と生物学」復刊事業を何とかスタート出来、10 月に至り復刊第 1 号を発行

致しました（https://medbiol.sabsnpo.org/EJ3/index.php/MedBiol）。今年は第 2 号発行に向

け、ぜひ皆様のお力添えをお願い申し上げます。短報誌ですので原著に限らず総説、書評、

エッセイなどお気軽にどしどしお寄せください。この雑誌の扱う分野は 1942 年の第 1 巻か

ら非常に幅広く医学と生物学に関係するあらゆる分野が含まれていて、2013 年の最終号で

は、看護学、老人医学、リハビリ関係、小児科、心理学・精神科、栄養学・食品、薬学関

係、臨床医学、解剖学、動物学、生理学、保健予防医学、医学教育、細胞生理学、植物学、

歯科、皮膚科、免疫学、臨床検査、環境などなど非常に幅広い分野を網羅していました。

お待ちして居ります。投稿は上記サイトに入って頂くと‘投稿’ボタンがありますのでそこか

ら出来るようにしましたが、未だ使いにくい部分もあるかもしれません。直接添付ファイ

ルとして筆者（檜山 thiyama@athena.ocn.ne.jp）にメール頂いても結構です。 

復刊誌は、旧「医学と生物学」と同様に医学中央雑誌に登録し、投稿原稿は受付してか

ら 2 週間以内に査読を完了し受理の可否を投稿者に伝え、また原則として受理した投稿論

文は受理から 1 カ月以内に掲載するつもりです。総説、エッセイなども歓迎です。Chemical 

Abstract などにも掲載され国際的に認められていた速報誌の復刊です。 

重ねて、このニュースレターをお読みの皆さまにもぜひご投稿頂きたくよろしくお願い

いたします。 

http://sabsnpo.org/
https://medbiol.sabsnpo.org/EJ3/index.php/MedBiol
mailto:thiyama@athena.ocn.ne.jp


さてバイオの話題を一つ。この冬はインフルエンザが例年より遥かに多発し始めました。

筆者の周辺でも今年に入って新年会やクラス会の欠席者が多発、遂には毎日保育園の送り

迎えなど面倒をみている 2 歳児の孫が高熱を出し医師に A 型インフルエンザと診断されま

した。いつも遅れるこのニュースレターがまたまた遅れた言い訳にはなりませんが、新し

い特効薬の話をほぼ 1 年前このレター（SABS Journal No. 97）に書いていたのでまた少し

勉強してみました。昨年はタミフルに代わるゾフルーザという国産特効薬のお話でした。

（ https://style.nikkei.com/article/DGXKZO36970380W8A021C1TCC000?channel=DF14092

0160921） 

この薬は 1 回ですむこともあり段々普及し始めているようです。タミフルが感染した細

胞から増殖したウイルスが出てくるのを阻害するのに対し、ゾフルーザはウイルス特有の

キャップ依存性エンドヌクレアーゼの阻害剤で増殖を抑えてしまう薬です。今回紹介する

のは別の原理で増殖を抑えるやはり純国産の薬です。これは富山大学の白木公康教授が富

士フイルム富山化学と開発したアビガン（Avigan）という物質です。ファビピラビル

（Favipiravir）とも呼ばれるこの物質は、構造的には 6-fluoro-3-hydroxy-2-pyrazine 

carboxyamide で、ピリミジン塩基（RNA の場合 C と U）のアナログの一種です。 

（ https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%83%93%E3%83%94%

E3%83%A9%E3%83%93%E3%83%AB） 

アナログは「似て非なるモノ」で、基質に「似て非なるモノ」はしばしば阻害剤になり

ます。しかしこの物質は RNA 塩基の 6 員環ピリミジンに対して 5 員環（ピラジン）で余り

似ていないので‘普通’の RNA polymerase は相手にしませんが、RNA ウイルスの RNA 

polymerase は取りこんでしまいウイルス合成がストップしてしまいます。‘普通’というのは、

人も含めた細胞の RNA polymerase という意味で、すなわち副作用が少ないことが期待さ

れるということです。この薬は初めインフルエンザ用に開発されたのですが、発表した 2000

年は丁度タミフルが出た直後であったため RNA ウイルス一般に効く事が分かり世界的な

脚光を浴びたのは 2007 年以降でした。それは、致死性の高い鳥インフルエンザやマダニ感

染、更には恐ろしいエボラ出血熱（致死率 50-90%）にも効果が出てきて、いろいろな国で

備蓄を始めている様です。耐性株が出現しにくいなど大きなメリットもあり発展が期待さ

れます。治療薬の少ないウイルス病に新たな武器、それも我が国で開発されたものが増え

るのは大変喜ばしいことだと思います。余談ですが筆者の孫はタミフルを処方され 5 日間

も飲まされお陰様で元気です。やはり医師はタミフルのように実績のある薬を選んでしま

うのでしょうね。 

 

前回（12/7）の話題提供は佐竹/奥山研 OB の鈴木春男北里大学名誉教授にお願いしまし

た。鈴木先生は都立大佐竹/奥山研究室での卒業研究を経て、東大理学部大学院生物化学専

攻に進学、小倉安之教授のもとで酵素学の研究に携わり学位取得、その後米国の University 

of California, San Diego、愛知県心身障害者コロニー発達障害研究所主任研究員を歴任し、

https://style.nikkei.com/article/DGXKZO36970380W8A021C1TCC000?channel=DF140920160921
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1978 年から北里大学医学部、更に理学部の教授を定年まで務められました

（https://researchmap.jp/read0024306/）。今回は、「酵素反応中の基質と生成物の通路」

という題でお話をして頂きました。お話は、最近 2，30 年の間に立体構造が詳細に解明さ

れ、新たな知見が得られてきた酵素の反応機構についてでした。 

永いこと、酵素による触媒反応は、酵素タンパク質が基質と複合体を生成して起こると

いう Michaelis‐Menten の機構で説明されています。現在でもこの考え方は概ね正しいと

言えますが、近年、酵素や酵素-基質、酵素-生成物複合体の立体構造や動的性質についての

研究が進んだ結果、酵素の働きの詳細な仕組みが分かって来ました。特に、1 つの酵素複合

体が 2 反応以上の触媒能を持つ多機能酵素において非常に興味深い反応機構の詳細が分か

ってきました。先生のお話はまず生化学の教科書にも取り上げられている Trp synthase (ト

リプトファン合成酵素)について解説して頂きました。この酵素ではそれぞれ別のサブユニ

ットで触媒される 2 種の反応が逐次進んでいきます。始めの反応で生成した中間体、それ

は次の反応の基質になるのですが、その中間体がサブユニットの組み合わせ構造の中にで

きるトンネル状の穴を特異的に通過して次の触媒サブユニットの反応中心部に能率よく運

搬されていくということが立体構造的に解明されているということです。鈴木先生は、4 量

体型 sarcosine oxidase とその酵素基質複合体を結晶解析し立体構造をきめました。定年後

もグループを作りポーランドの研究室が開発した立体構造の中にできているトンネルを探

し出すソフトウエアを使って解析し、この複合酵素にも中間分子が通り抜ける構造も見付

けて複雑な反応機構を研究して来られました。sarcosine oxidase は臨床検査で peroxidase

と組み合わせてザルコシンの定量に使われるため、大量に入手でき、また解析プログラム

はネットで入手でき自由に使えるとのことでした。 

 

さて、今回の話題提供は理事の小林英三郎氏のご紹介で NPO 法人チームくじら号代表の

加藤千明先生にお願いすることと致しました。話題は「生命の探索は深海・地殻内、そし

て宇宙へ・・・」です。先生から頂いた要旨を以下に転載させて頂きます。 

 深海に生きる生き物たちは、高い水圧下に適応した不思議な生き方をしています。最新

の研究から、こうした生物の遺伝子の発現･制御から酵素蛋白質の働きに至るまで、圧力に

依存しているメカニズムが明らかになってきました。さらに、深海の海底下には多様な地

殻内微生物の世界が広がっており、こうした研究は生命の起源・地球外生命の探索研究へ

と大きく広がりを見せております。本講演では、以下の項目について解説いたします。 

１． 深海生物の生き様の不思議〜地球を食べる・高水圧下への適応戦略 

２． 極限生物の探索は、深海から地殻内へ〜下北八戸沖、海底下 2500m の世界 

３． 深海研究が宇宙生命探査に直結〜土星の惑星エンケラドスでの熱水の発見 

４． おわりに〜宇宙に広がる極限生命・・・ 

 さあ、みなさん、今回のお話から未知の極限環境下の生命に思いを寄せてみませんか！ 

 

https://researchmap.jp/read0024306/


添付資料：加藤千明（2017）【特集】生命科学における高圧力研究の異分野融合「深海世界

と高圧力下の生命」高圧力の科学と技術、27 (1), 3-12. 

 
 

バイオテクノロジー標準化支援協会 第 93 回 定例会 

 

日 時：2019 年 1 月 25 日(金) 14 時 00 分 - 16 時 00 分 

場 所：八雲クラブ（首都大学東京/東京都立大學同窓会） 

 （渋谷区宇田川町 12-3 ニュー渋谷コーポラス 10 階） 

話 題：「生命の探索は深海・地殻内、そして宇宙へ・・・」 

演 者：NPO 法人チームくじら号 代表 加藤千明、Ph.D. 

 

定例会はどなたでも参加できます。今回は恒例で講演の後、簡単な新年会を開きます。
特に「医学と生物学」に関心をお持ちの皆さまのご参加をお待ちしています。 

 

定例会会場八雲クラブへの道順 

渋谷駅ハチ公交差点から井の頭通りの坂道の右側を東急ハンズの看板目指して上り、ハ

ンズの手前で右の急坂を登ります。直ぐ左に曲がり坂道が平になりかけた左側にあるかな

り古いマンションがニュー渋谷コーポラスです。入口奥のエレベーターで 10 階に上ると直

ぐ左隣の部屋が八雲クラブです。 

 

定例会は原則として毎月第 4 金曜日 14：00-16：00 に八雲クラブで開いています。例外

として 7 月、8 月および１１月はお休み。12 月は第 1 金曜日に忘年会を兼ねて行います。

会員でも会員でなくても自由に出席して、自由に発言出来ます。友人同士お誘い合わせて

ご出席ください。 

 

このジャーナルは現在檜山が毎回拙文を執筆していますが、ぜひいろいろな方々にご投

稿頂ければと思って居ります。内容・字数は自由です。また定例会での話題提供も大歓迎

です。時間は 2 時間程度ですが短くても長くても（その場合は 2 回以上に分けますが）ま

た内容も自由です。ぜひ皆さまのご参加をお待ちして居ります。 

当会ホームページ<http://www.sabsnpo.org>をご覧ください。本メールジャーナルのバッ

クナンバーが収録してあります。また刊行雑誌のタグをクリックして頂くと「医学と生物

学」をご覧になれます。 

 

① 配信停止・中止希望は下記アドレスにメールにてその旨お知らせください。 

② 配信先等の登録情報変更は メールにてその旨お知らせください。 

③ バイオテクノロジー標準化支援協会に新規会員登録をご希望の方はメール下さい。 

④ ウエブサイトに関するご意見もメールにて頂ければ幸いです。 

http://www.sabsnpo.org/


（NPO）バイオテクノロジー標準化支援協会 

NPO Supporting Association for Biotechnology Standardization (SABS) 

〒173-0005 東京都板橋区仲宿 44-2 

E-mail: thiyama@athena.ocn.ne.jp 

URL: http://www.sabsnpo.org. 

理事：荒尾 進介、小林 英三郎、田坂 勝芳、松坂 菊生、檜山 哲夫 

監事：堀江 肇 

ネット管理：川崎 博史、田中 雅樹 

mailto:thiyama@athena.ocn.ne.jp
http://www.sabsnpo.org./
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Fig. 1. Color online Water planet, the Earth.
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Deep-Sea Biosphere and Life under the High-Pressure World

Chiaki KATO

The deep-sea in our planet is characterized as the extreme world placed under high-hydrostatic pressure. We have
identified many of living creatures in the deep-sea environment, and several high-pressure loving organisms,
called ``piezophiles'', have been found and isolated using the manned and unmanned deep-sea submersible sys-
tems. Then, this extreme world is being more and more elucidated. In this article, the fascination to investigate
the mysterious world, deep-sea, is introduced, then, the strategies for adaptation to the high-pressure condition
in microorganisms are illustrated at the molecular levels. Finally, the next stage to study the pressure life science
would be discussed.
deep-sea, enzymes, gene expression, high-pressure, Moritella, piezophilic, pressure adaptation, Shewanella
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Fig. 2. Definition of piezophilic growth properties right and pressure vessels for cultivation of piezophiles left .
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Fig. 3. First developed manned submersible, ``TRIESTE
II'', in that, J. Picard went down to the deepest Mariana
Trench.
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Fig. 4. Sediment sampling at the Mariana Trench Challenger Deep by means of the unmanned submersible, ``KAIKO''
system, Dive 10K 21 in 1996. a Map of the site, Challenger Deep, the Mariana Trench. b Unmanned submersible
ROV , ``KAIKO''. c Sterilized sediment sampling at the Challenger Deep.

Fig. 5. Animals living at the deepest Mariana Trench. a Bottom of the Challenger Deep. Many sea cucumbers were ob-
served. b Sea cucumbers looked like fish? c Swimming sea cucumber. d Hirondellea gigas, living at the Challenger
Deep. e Deepest foraminifera, that covered by silicate.
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Fig. 6. Effect of temperature and pressure for the pro-
tein denaturation.
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Fig. 7. Pressure effect of gene expression controlled by
lac A and tac B promoters in Escherichia coli. CAT:
marker gene, coding on chloramphenicol acetyl trans-
ferase.
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Fig. 8. Color online Model for the transcription mechanisms of pressure-regulated gene expression in piezophilic
Shewanella violacea strain DSS12.
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Fig. 9. Comparison of the mutant IPMDH activities at
elevated pressure conditions. : Deep-sea SbIPMDH, :
SbIPMDH-A266S, : Shallow water SoIPMDH, :
SoIPMDH-S266A.
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Fig. 10. Dynamic model for the IPMDH activities at the high-pressure condition. In the case of the pressure sensitive
SoIPMDH, high-pressure effected three water molecules W697-W699 penetrated into the just back pocket of the active
center to bind the hydrophilic S266, then those water molecules made the stacking for the flexibility of the active center. In
the case of the pressure tolerant SbIPMDH, water molecules were not able to bind to the hydrophobic A266, then the molec-
ules were getting out under pressure condition, therefore, the flexibility of the active center was conserved.

Fig. 11. A schematic diagram of Piezophysiology.
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